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第１次方針 第２次方針 第３次方針 第４次方針 第５次方針 第６次方針 第７次方針 

 第１ 方針作成の意義 

方針のねらい 

方針運営の基本的態度 

方針運営の期間 

 第２ 勤労青少年の職業生活の動向 

    に関する事項 

勤労青少年人口の減少傾向  

勤労青少年の都市流入傾向  

勤労青少年の離転職 

職務態様の変化 

生活意識の変化 

余暇時間の増大 

 

 

 

 

 

 

 第３ 勤労青少年の福祉の増進に関する基本的

施策 

勤労青少年の福祉の増進に関する気運の醸成 

適職の選択および職業への適応に関する措置 

職業訓練の奨励 

１職業訓練受講機会の確保  

     ２技能尊重気運の醸成 

職場環境の整備 

１職業訓練または教育を受ける勤労青少

年に対する配慮  

２勤労青少年福祉推進者の選任等 

     ３その他の措置 

余暇時間の有効活用 

１余暇活動のための福祉施設の整備 

    ２指導者の養成 

３勤労青少年のクラブ活動への援助等 

 はじめに 

 

 

 

 第１ 勤労青少年の職業生活の動向に 

    関する事項 

職業生活に関する動向 

１勤労青少年人口の推移と雇用  

   の動向 

   ２職場生活に関する動向 

   ３余暇活動に関する諸問題 

職業不適応と離転職に関する諸問題 

 

 

 

 

 

 

 第２ 勤労青少年の福祉増進に関する基本的施

策 

勤労青少年福祉に関する気運の高揚 

職業選択の適正化と職業適応に関する措置 

職業訓練の奨励等 

企業内における福祉対策の推進 

１勤労青少年福祉推進者制度の充実 

２職場環境の整備 

健全な余暇活動の推進 

     １福祉施設の整備 

     ２指導者の養成 

３スポーツ活動の振興 

     ４クラブ活動の振興 

 はじめに 

 

 

 

 第１ 勤労青少年の職業生活の動向に 

    関する事項 

職業生活の動向 

１勤労青少年人口の推移と雇用  

   の動向 

   ２職場生活の動向 

   ３余暇生活を動向 

職業生活をめぐる諸問題 

    １職場生活の諸問題 

    ２余暇生活の問題 

３指導者の養成の問題 

    ４国際化時代の問題 

 

 

 第２ 勤労青少年の福祉増進に関する基本的施

策 

勤労青少年福祉に関する気運の高揚 

職業生活の充実 

     １職業選択の適正化 

２職業・職場適応指導の充実  

３基礎的職業訓練の受講機会の確保 

４労働条件面の整備等 

５意欲を高める制度、慣行の充実等 

６勤労青少年福祉推進者の業務の活発化

等 

７勤労青少年福祉員の業務の活発化等 

余暇生活の充実 

１公共の労働福祉施設の整備と運営の強

化 

２スポーツ活動の振興 

   ３文化・教養活動等の振興 

   ４クラブ活動の振興 

    ５社会参加の促進 

指導者の養成の充実 

 はじめに 

 

 

 

 第１ 勤労青少年の職業生活の動向と 

    課題 

勤労青少年の人口と雇用 

勤労青少年を取り巻く産業社会 

勤労青少年の職場生活 

勤労青少年の余暇生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２ 勤労青少年の福祉増進に関する基本的施

策 

勤労青少年福祉に関する気運の高揚 

職業生活の充実 

    １職業選択の適正化 

２職場適応指導の強化 

３職業能力開発の促進 

    ４自己啓発の促進 

    ５労働条件等の整備充実 

    ６福利厚生の充実 

余暇生活の充実 

１福祉施設の整備と運営の充実  

    ２健全な余暇活動の振興 

社会参加活動の促進 

国際交流の促進 

指導者の養成と活動の促進  

 はじめに 

 

 

 

 第１ 勤労青少年の職業生活の動向と 

    課題 

勤労青少年を取り巻く経済社会 

勤労青少年の現状 

１青少年人口、青少年労働力人口等の減少 

２青少年労働力の需給状況と就業状況 

 ３青少年の離転職 

４青少年の進学率の高さと婚姻年齢の上昇 

 ５勤労青少年の特性 

青少年の職場生活の変化 

勤労青少年の余暇生活の動向 

勤労青少年の指導・教育をめぐる現状と課題 

社会参加をめぐる現状と課題 

国際交流の進展 

 第２ 勤労青少年の福祉の増進に関する基本的

施策 

勤労青少年福祉の基本的考え方 

勤労青少年の福祉の増進に関する気運の高揚

職場生活の充実 

    １職業選択の適正化 

２職場適応指導の強化 

３職業能力開発の促進 

    ４自己啓発の促進 

    ５労働条件等の整備充実 

    ６福利厚生の充実 

余暇生活の充実 

    １勤労青少年ホームの活用 

２広範かつ広域的な余暇活動の促進等 

勤労青少年指導者の整備 

勤労青少年指導者教育等の促進 

１勤労青少年指導者教育の促進  

２勤労青少年福祉のための教育の促進 

社会参加活動の促進 

国際交流の促進 

 はじめに 

 

 

 

 第１ 勤労青少年の職業生活の動向 

勤労青少年を取り巻く環境の変化とその影響 

勤労青少年の現状 

１青少年人口、青少年労働力人口等の減少 

２青少年労働力の需給の緩和及び失業率の

上昇 

３就業構造の変化及び就業形態の多様化 

４勤労青少年の意識の変化  

 

 

 

 

 

 

 第２ 勤労青少年の福祉の増進に関する基本的

施策 

勤労青少年福祉行政の基本的方向 

   １勤労青少年への期待 

２勤労青少年福祉行政の果たすべき役割及

び基本的方向 

職業生活の充実 

１自律的な職業選択への支援 

２ニーズに対応した職業相談の実施 

   ３職業能力開発の促進 

４自発的な自己啓発の促進 

   ５労働条件等の整備充実 

自由時間生活の充実 

１ボランティア活動の促進 

２世代間交流の推進 

３クラブ活動等自由時間活動の促進 

国際交流の促進 

１ワーキング・ホリデー制度の拡充 

２地域における交流の促進 

   ３国際協力の推進 

今後の勤労青少年ホームに期待される機能

と望ましい在り方 

１これからの勤労青少年ホームに期待され

る機能 

２今後の勤労青少年ホームの在り方 

勤労青少年指導体制の整備 

勤労青少年福祉対策の対象の拡大 

勤労青少年福祉対策に関する広報啓発活動

の充実 

各施策の効率化 

はじめに 

 

 

 

第１  勤労青少年の職業生活の動向 

 

   １ 勤労青少年を取り巻く環境の変化 

   ２ 勤労青少年の現状 

青少年人口及び青少年労働力人口の大幅な減少  

青少年をめぐる雇用情勢  

就業構造の変化及び就業形態の多様化  

青少年の意識の多様化等 

 

 

 

 

 

 

第２  勤労青少年の福祉の増進に関する基本的施策 

１ 勤労青少年福祉対策の基本的方向 

勤労青少年福祉対策の基本的考え方  

勤労青少年の意識変化等に対応した対策  

勤労青少年の健全な育成を図るための対策 

 

 ２ 職業生活の充実 

職業意識の啓発の推進  

的確な職業選択のための支援  

職業生活に必要な能力開発の推進  

技能尊重気運の醸成  

職場適応等についての相談・指導事業の実施  

労働条件等の整備充実 

 ３ 自由時間における生活の充実 

社会参加活動の促進  

世代間交流の促進等 

 ４ 国際交流の促進 

 ５ 勤労青少年ホームの機能の充実 

勤労青少年ホームに求められる機能  

勤労青少年ホームの機能充実のための対策  

勤労青少年ホームの活性化のための対策 

  ６ 勤労青少年指導体制の整備 

  ７ 勤労青少年福祉対策に関する広報啓発活動等の実施

 

第１次方針から第７次方針までの構成一覧 
参考４ 




